
『
交
通
史
研
究
』
執
筆
要
項 

 
 

 

『
交
通
史
研
究
』
に
投
稿
規
定
の
原
稿
種
別
（
一
）
～
（
五
）
を

投
稿
す
る
際
に
は
、
投
稿
規
定
を
ご
参
照
頂
い
た
上
、
あ
わ
せ
て
以

下
の
執
筆
要
項
を
参
考
に
執
筆
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
執
筆
要
項

は
あ
く
ま
で
も
参
考
例
に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
、
投
稿
・
寄
稿
の
際
に
は
、

執
筆
者
は
各
自
表
記
方
法
を
統
一
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

一 

史
料
等
の
引
用
・
図
表
の
指
示 

史
料
等
を
本
文
中
に
引
用
す
る
場
合
は
、
必
要
な
場
合
に
は
【
史

料
１
】【
史
料
２
】
と
番
号
を
つ
け
、
引
用
文
は
必
ず
本
文
か
ら
二
文

字
下
げ
て
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
本
文
と
の
間
に
は
空
白
の

行
を
入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
図
や
表
に
つ
い
て
本
文
中

に
示
す
場
合
に
は
、
【
表
１
】
な
ど
と
表
記
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

二 

論
文
・
研
究
ノ
ー
ト
テ
ン
プ
レ
ー
ト 

 

執
筆
に
際
し
て
は
以
下
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
を
参
考
に
、
文
字
の
配

列
、
註
表
記
等
を
行
っ
て
下
さ
い
。
文
字
設
定
は
一
行
二
六
文
字
で

設
定
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
本
文
・
註
と
も
文
字
の
大
き
さ
は
一

〇
・
五
ポ
イ
ン
ト
と
し
、
本
文
部
分
に
つ
い
て
は
、
章
立
て
の
番
号
、

註
番
号
、
写
真
・
図
表
の
番
号
を
除
き
、
文
中
の
（ 

）
内
の
文
字

や
数
字
は
九
ポ
イ
ン
ト
に
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。
※
註
部
分
の
（ 

）

内
の
文
字
の
大
き
さ
は
変
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

 

〈
参
考
・
テ
ン
プ
レ
ー
ト
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【
表
１
】 

 

お
わ
り
に 
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註 （
１
）
新
城
常
三
「
律
令
制
的
交
通
よ
り

中
世

的
交
通
へ

」（
豊
田
武

・

児
玉
幸
多
編
『
交
通
史
』
〔
体
系
日
本
史
叢
書
二
四
〕
、
山
川
出
版

社
、
一
九
七
〇
年
、
第
二
章
第
一
節
）
、
五
三
頁
。 

（
２
）
丹
治
健
蔵
「
近
世
荒
川
水
運
の
展
開
（
一
）
」
（
『
交
通
史
研
究
』

第
二
〇
号
、
一
九
八
八
年
）
。
増
田
廣
實
『
商
品
流
通
と
駄
賃
稼
ぎ
』

（
同
成
社
江
戸
時
代
史
叢
書
二
〇
）
、
同
成
社
、
二
〇
〇
五
年
、
一

三
九
～
一
四
〇
頁
。 

（
３
）
児
玉
幸
多
『
近
世
宿
駅
制
度
の
研
究
』
（
増
訂
版
）
、
吉
川
弘
文

館
、
一
九
六
五
年
（
三
版
増
訂
発
行
、
初
版
発
行
一
九
五
七
年
）
、

一
八
八
頁
。 

（
４
）
同
右
、
五
二
五
頁
。 

（
５
）
註
（
２
）
前
掲
丹
治
論
文
、
三
頁
。 

（
６
）（
財
）
千
葉
県
史
料
研
究
財

団
編
『
千
葉

県
の
歴
史

』
資

料
編
・

近
現
代
五
（
産
業
・
経
済
二
、
県
史
シ
リ
ー
ズ
二
九
）
、
千
葉
県
、

二
〇
〇
一
年
、
第
一
部
二
二
頁
。 

（
７
）
註
（
３
）
前
掲
書
、
五
一
一
頁
。 

（
８
）
児
玉
幸
多
ほ
か
監
修
・
丸
山
雍
成
編
『
日
本
の
近
世
』
第
六
巻

（
情
報
と
交
通
）
、
中
央
公
論
社
、
一
九
九
二
年
。 


